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第1編 青年期に於ける結核初戴染

1緒 言

σ)

成 人 の 結 核 初 感 染 の 研 究 はHeimbeck,Arbore1-(2)(3)

iUS小 林 等に始まる、最近約十年闇に於ける初感

染の研究は少く共 日本に於ては肺結核は初感染に
○'(4)
引績 き畿病するとV・う熊谷読を立誰する様に見え

ミ

る｡然 し初感染の諸問題が解決 された わ け で な

く、又之と成人型肺結核との關係 も未だ必すしも

明でない｡こ の問題の研究に必須なことは初感染

者の蓮命の追及であるが、之には絶 えす一定人員

を観察下におき、ツ反鷹 を反覆 して感染を早期に

螢見 しその経過 を長期に亘 り観察 しなければなら

ぬ｡特 にX線 検査の反覆を必要とするか らフィル
(5)

【潤其他資材は莫大なものである｡Malmrosの 研究

はこの種の優れ奮 もので あるが・我國は未だ極め

て少V・(千 葉所灘)｡余 は今i次事攣に慮召 し昭和

i3年12月 以來終職迄陸軍豫科士宮學校に 勤 務

し、初感染を追及する機會を得た｡本 論文は昭和

14年12月 以降主 として同校における観察をま

とめたもので昭和19年 に投稿 したが紙数が多過

ぎ編集者か ら縮少を命ぜ られたので要黙のみを報

告する｡

2研 究方法

観察の封象は 本 校 生 徒(中 學四年終了程度)

の昭和14年12月 、16年3月 、17年3月 に入

校 した ものである(以 下之 を夫 々1,潭,皿 群 と

呼ぶ)｡本 校在校中の槻察を主 とし遠隔成績は士宣.

學校及び航室士官學校の槻察を加えた｡こ れ らの

學校では入校時 全員のX線 直接撮影を行V・、入校

後は定期的にツ反鷹を反覆 して陽簿音の爽見に努

あ陽韓者はX線 的に追及し、昭和17年 度か らは全

員④X線 聞接撮影を反覆 して、早期蛮 見 に 努 め

た｡槻 察期闇嫉本校在校が1年 ザヶ月乃至2年 、

、卒業後聡約5ケ 月の除付の後士校に或は直接に航

士校に入學する｡全 観察期間は最長3年6月 最短

1年8月 である｡紛 一部には本校下±官兵の陽韓

或は獲病者、又余の澹任 した各種身膿槍査のX線

観察、及び余の象勤した振武墓陸軍病院入院患者

の観察をも加えた｡ツ 反慮は初め陸軍の規定に從

ひ千倍液24時 聞判定で蛮赤7-15粍(十)、16～

25粍(昔)、26粍 以上(欝)と した｡血 沈 は す

べて一時聞値をとつた｡→

3・ ツベルクリン反鷹

1)・入校時 ツ反謄陽性率

1皿 皿群と逐次低下の傾向が見られ たが近似的

に40%と 見て よい｡生 徒は全國各地か ら集まつ
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ツ反懸 を反覆検査する場合に困るのはツ動揺者

の奮在である｡之 を入校時陽性者 と陰性者に分け

1ζ見ると第2表 の如 くである｡後 者即ちA群 は一・
も

見陽韓の如 く見 えるがす ぐ又陰性 となるもので非

特異性要素が多い もの と思われる｡事 實この群か

ら二獲病者がないか ら翼の陽韓とは認 め難い｡B群

中には一・MSはAと 同じ意味の もの もあるが、幼年

第3表

ミ が

校出身者で過古の記鋒の明かな者では、過去に於

て確實に強陽性の ものが漸次弱 くな り途に陰性 と

なるのが見 られる｡即 ち陽性アネルギーが含まれ

る｡上 記の動揺性を吟味する爲に封照液(4%グ

リセリンプ矛饗ンを千倍 ツ〈εルク リンと同濃度に

した もの即ち百倍に稀繹 した もの)を 以て皮内反

態 を試みた｡(第3表)

封照液に よう皮内反塵
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◎

之に よれば陸軍の規定による千倍24時 間判摩

℃7-10粍 を(十)と す)i5ことは若干の非特異性

反鷹 を含むことになる｡・ ・

3)初 感染時のツ反慮

上記のツ動揺者を除き確實に陽鱒と認められる

ものの陽輔時の反慮の強さは第4表 の如 くで あ

る｡1群 では強陽性が多 く甚 しきは淋巴管炎を起

第4表 陽轄時ツ反懸の大さ
磁㌦_______
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46
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almr(ss,北も同じ観察をしてゐる｡之はアレルギー

出現の直前にツ注射が行われた揚合 と考えられ、

再検すれば24時 闇で強い反慮 を親はすのを見る｡

4)ア レルレギー前騒期につbて

開放結核焚生の場合の同居者の陽韓獲生厭況を

見ると第5表 の如 くである｡
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・し叉は螢熱が見 られた｡こ れは特に同居者に開放

性結核が爽生 した際濃厚感染をうけた=者に多い｡

陽轄時のツ反慮の強さは感染の濃度 と大骨留ド行す

る様に思われる｡叉 陽轍 寺にはツ注射の鍛 日後に

至つて始めて爽赤を現わす揚合がある｡ピ ルケー

は之 をve岬 蕊teteReaktionと 呼んで ゐる｡が ヤ

㌔ 第6 .表 陽 魑

感染灘 離朝 日 陽 轍 鰍 況

昭 ・5・5・255月 繍7謄 診i明8

昭i7・日13月 繍4958

即ち感染源隔離後2ケ 月以内で陽韓は畠絡つてゐ
く7)

る｡木 村 も同 じ様な槻察で ア レル ギー前 騒 期 を

3～7週 間と推定 してゐる｡熊 谷の言われ る様な

長V・前脳期は少V・のではあるまいか6こ のことは

ツ反慮の初感染爽見への慮用に封 し都合のよV・こ

とである｡・ ・

4結 核初感染'

1)陽 縛者獲生朕況

第6表 の如 し、入校後陽轄440、 入校時陽縛を

考 獲 生 歌 況
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、

・伽へると587 、更に陽韓確認前畿病者を加へると

605(陰 性者に劉 し10.7%)と な斎｡即 ち陽輔率

10.7%で ある｡

2)初 感染の自畳症

陽韓時検診の際問診 しても多 くは特別の自畳症

を訴へない｡然 し感染による自畳症は陽韓の前後

に亘つて調査する必要がある｡正 群に於て陽縛の

第7表 初 感

轟

響

月及びその前後の3ヶ 月に亘 り感胃様猛歌を以て

受診 した者を調べると169名 中122名 即ち約%

であつた｡勿 論この中には感冒による者 も少 くな

いから正確 を期 し難い｡結 籔性紅斑はなぐ、プリ

クテンも極少数で初感染の症歌 として特記する程
懸 の ものではない

｡

3)初 感染時の血沈
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第8表 陽韓時X線 所見

態

第7表 の如 くで ある｡
・但し本表ではッ弱陽鱒者には血沈の記載のない

箋

ものがある爲速進率及獲病率が禰高 く出てゐる｡

濃厚感染の場合は特に速進が著明で あつた｡而 し

て速進の強い者程爽病率が高 く40粍 以上では80

以上螢病 してゐる｡畿 病豫知する重要で ある｡

4>初 感染時X線 所見

陽韓時X線 直接撮影で攣化を認めたものは次爽

の如 くであるみ の

即ち陽轄直後の攣化は肺門腺腫脹が最 も多く初

期攣化群が之に次 ぐ♂

5)初 感染症の臨床

初感染者には1)陽 韓以外に 自他畳的に全 く

異常のない もの、2)自 畳症あるも他畳的に異常

なVbもの、3)各 種他畳的所見あるも自畳症のな

いもの、4)自 他畳的共に著明な症状あるもの、

貧 藪 隣 嚇 碧7琵

初鞭 化酬26　　
初 期 漫 潤

4,4%

8 工3%

肺 門 腺 嫉i79 13.4%

肺 門 誌 欄

計

・21 2.0%

丑25 21.1%

に分けられ る｡最 後のものの中X線 評 見が著明で

な くて蛮熱だけが主症歌の ものは診漸が屡 々困難

で、後で胸膜炎や血行性結核を起 して初めて診断

されることが少 くない｡こ の際診断の助けとなる

もの倭ツ反慮の陽韓である｡

第2編 青年期 に於 ける結核 の登病

、5初 感染 と螢病

・本校在校聞陽韓者60答 名中よりの畿病は205

で稜病牽33.9%、(第9表A)、 陽輔者か らの爽病

は2844中85で 獲病率3%《 第9炎B)

1)初 感染結核

肺門腺結核104(巾 肺門腺腫脹92、 肺門 浸 潤

12)初 期 浸 潤8、 初 期 攣 化 群22、 計145、 この

中停 止 せ る もの91、 進 展 せ る もの54、 後 者で は

胸 膜 炎40、 肺 浸 潤17が 主 な病 型で あ る、

2)胸 膜 炎

初 獲 せ る もの40、 他 の 病 型 に併 獲鷺 る もの42

言十82(嚢 病 率13｡7%)}・
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、3)肺 浸 潤｡

初 畿19、 他 の 病 型 よ り綾 獲 せ る もの23計42

(駿 病 率7.0%)

陽韓者

第9表(A)陽 鞍 徽 リのPt病
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6再 感染 と爽病

再(又 は重)感 染の酸病に封す る意義はにわか

に決定出來ぬが次の三つの場合の開放性結核叢生

の際の観察は この問題の解決に資す るものと思う.

第一の場合、第1群 某中除 に昭 和15年5月 開

放性結核獲生 し、1陰性者113名 中2月55月39、

7月9計 δ3名 の陽梅者 を出 した｡・

第一1の場合、第皿群某中除、昭和17年2角 襲
一生

、陰性者115名 中含月16、4月2計18名 陽

韓す｡ノ

第三の場合、第 五群或兵種の生徒70名 は昭禰

17年4月1日 から或所で集合教育を受け6月IQ
`日 解散 した

◎解敬庫後1名 の開放性結核が叢見さ

れ、陰性者37名 中17名 の陽韓 奢が 嚢 見 され

た｡以 上⑳場合の嚢病駅況を陽性者と陰性者につ

V・て比較すると第10表 の如 くである◎

、 第 ユ0表 濃厚感染の場合の護病比較
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説()内 は更に他の病 型に進展 セ る者 の別詑 .

邸ち蛮病率は 玲6%:1・ δ%肺 結核だけについ

て見て も4・9:1・5で ある｡次 に陽性者 からの饗

病率1・5%は 果 して開放性結核による濃厚再(重ナ

感染によるのであろうか、之 を考察する爲に、か

様な濃厚感染によらない一搬の陽性者』と比較す る

と・同一槻察期聞内に全陽性者2844名 中疹ら藤

結核51名ep1・78%で あつて全 く襲病牽に差を

認めない｡即 ち陽性者に郵 してはか様な濃厚外因

一 一.4-__



姓 再(rp:・)感染 も嚢病 率 に 影響 しなV・こ とを知 る｡

7感 染 よ り獲病 迄 の 期闇
ノ

外因性再感染が概ね否定出來るとすると初感染

か ら爽病迄の期聞を知ることは獲病豫防上重要で

ある｡こ れぽ病型により大に差があるので病型別

に観察することが大 切である｡

1)初 感染結核

第11表

肺門腺炎、初期墜化群、初期浸瀞含して145名

中}陽 韓 殉18、 陽韓と同時118、3ヶ 月以内8・

8タ月以内1で あつた｡

2)胸 膜炎

陽輔と登病の時期の明な もの86名 の統計は第
タ

11表 の如 し｡85%は6ケ 月迄 に 蛮 病 す る｡

胸膜炎の 獲病迄の期間

畔 夢

瀦 よりの月剃 前 ・23 4567891'01ユ ユ2`ユ ∫算{{i2年3年

獲 ご病 者 敷

349211691052201簾も　 ぴいむバ 　 　 　 し ビ　

137(44・6タ6)・35(伽)筋9(10S4)-2(2・3)

210
　 　

3(3.5) 笥
3)肺 結核.

これは陽韓後の観察期朋が短いと充分な歎が得

られない｡又 初期には無自畳性なことが多Vbか ら

焚病を早期に知るにはX線 検査 を屡々行 う他は麟

いので正確な蛮病を知ることは困難である｡故 に、

余は次の三つの群に分けて槻察を試 み た｡(A)

群、陽韓及登病を早期に蛮見 出來た もの冠本校在
'校時陽韓者が主艦である

｡(B)陽 韓時期は 不 明

であるが獲病を早期に費見出來た例、入校時陽性

者か らQ登 病者が主膿である｡(C)余 の實施 した

各種の身髄槍査に於てX線 所見 を螢見せ られた者

の中陽韓が明かな もの、以上3群 の蛮病迄の期間

は第12表 の如 くであ駄｡帥 ちム群では6ケ 月迄

の襲病が第一の山をなすが これは思春期肺瘍の型

が比較的多 く、之を除けば三群 を通 じて1年 より

2年 迄の蛮病が多いとV・うことになる｡實 地上す

,つ と後年に初めて焚病 したかに見えるのはX線 的

には比較的早 く蛮病 してゐた ものが再燃叉は躍進 秘

に際 して初めて臨床家の目に入るか らであろ う｡

第12表 肺結核獲病邉の期間stuv

聞 皆ケ贈2年 謂3年 縫1計
A剰 ・5回 ・・/・・1司 ・

年以内7、2年 以内1で あつた｡臓 膜炎3名 ㍉粟

粒結核2宅 は何れ.も6ケ 月以内に蛮病したも

8早 期肺結核のX線 観察(肺 尖結核か早期浸

潤か),.

早期浸潤読は一時臨床家の賛同を得たがこれは.

元來外因性再感染によるとされて居るか ら日本の

結核が初感染ゐ連績であるとするとその存在が怪

しくなる5Malmm8も 肺結核は早期浸潤か らでな

く初感染後聞 もな く肺尖ズは、上肺野に現はれ る
一subprim5reInitialherdか ら始 まると唱へたが果

'
して如何であろうか｡B戴uai且9は 早期のX線 所

見り條件 として正常と病攣獲見 との聞隔が1年 以

内のものどしてゐる｡余 の場合 この條件に適する

ものはA群45、B群38で その陰影の性 状 を分

類す ると第13表 の如 く定型的早期浸潤が少 く斑

第13表 早期肺結核のX線 所 見

膿 影離灘響膿 影羅 羅 言影
A翻 牙・ い ・}・ ・

'E剥
46

C群 コ

計12・1・7剛35i・7回6i

5145
B群i・6}9 9いi38

言三36 19 ]919"38

態

4)其 他 癬

陽 輔 者 が らの腹 膜 炎12名 中6ヶ 月以 内4、1ζ7

鯉 黙 陰影が多いも次に陰影の肺野別襯 離 聯
・・卜616121・ 国 ・4麺 如くで肺尖23 、塒2傭 方に亘るも

ガh8倒5国3・ の2・ で肺尖撮 も多い・一

冠9初 感染竈のx線 的槻察 ・

所謂双極性浸潤像を呈 し又は陽韓て作ひ礁現 し

た初塑浸潤についてそのX線 性歌を酋飾に從ひ分

類 す ると1型 ユ、III型3、 斑型16、W塑18計

___5___・s
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38で 帥 ち孤 立 性 の 早 期浸 潤 型 の陰 影 が 多 い｡iZl

部 位 は 第15表 の如 く上 野 が52.6%で 過 半鍛 を

占 め る｡'t
も

次に石荻化初感染竈の分布 を入談身膿検査時の

X線 鴇眞約一萬枚につき調査すると第15表Bの

如 く中野が最も多V・が各肺野の差はそれ程大でな

く、むしろX線 フィルムに現われる各肺野の面積■

に比例す る如 く見 える｡新 鮮籾感染竈の場合何破

上野に多いか不明であるが、岡教授によれば上野

のもの程搬大の傾向が強いとい う6余 の場合初期

浸潤か ら直接腕跨に移行す るを認めたのは少鍛に

過 ぎなかつたが、曾て早期浸潤 と思はれたものが

初感染竈である場合が此較的多いのではあるまい

か｡事 實早期浸潤の特徴 として青年期に多 く而 も

感染に曝露せるものに多いこと｡畿 病が比較的急

性なご・と、Redekerに よれば肺門の關與す ること

第15表

A新 鮮 初 感 染 竃B石 茨 化 初 感 染 竈

右i左{計 右1左i計

肺 尖 い 巨L3(8%)i7i6い3(5・5%)

上 野1・2i8「2・(52・6%)い2い5・167(28・ ・%)
、ヤ 　 の　へ 　　 　 　　　　 ぽ

中
、州5!5.コ ・(26・3%)154;29い3(3・1,・7%)・}テ 「 野 「 「 「

2「 一 繭 男7「im… ………　 …罫ww…ww… 一""一一…一一'ny-w4827{75(3・.5%)

計122(57%)声6～ 砺1381二 而1而 τ87(36・5%)「 薦8

が多い こと等があげ られてゐるか ら冑年期に「ッ」

陰性者の多いことが明となつた今日から見 ると釜

々その感を深 くするのである｡

10結 論 ・

豫科士官學校生徒約7000名 についての観察に

基 き・青年期結核の初感染及びそれに引綾き獲病の

歌況を明かに し、嚢病迄の期聞、早期浸潤の問題

等に就て論 じた｡
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